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最近のブル　　ガリア農業の発展
　　　　保’　坂　　哲　　郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　1976年３月に開催されたブルガリア共産党第11回大会において，ブルガリア農業の発展につい
て，以下のように総括され，また，展望されている．
　第６次５ヵ年計画期(1971―1975年）の総括として，この期間を通じて農業は基本的に成功をお
さめ，全体としての生産量増大は年平均3j％であった．畜産物生産にくらべて穀物生産はより大
きい増大を示した(1)この部門において，集約が発展の主要方向となり，工業的基礎にもとづく再
編過程が加速された．農工複合体の設立，強化とともに農業の質的，量的変化が生じ，生産の集
中，専門化の過程に大きな展望か開けてきた（2≒と全体的に肯定的に評価されている．
　この総括を基礎として策定された第７次５ヵ年計画(1976―1980年）の基本的方針は次のように
要約される．
　この期の農業は第６次５ヵ年計画期よりも多くのファンドや資材を受け，約20％増の生産が計画
されている．穀物生産の拡大が中心的課題であるが，その基礎の上で飼料問題か解決されなければ
ならない．さらに，畜産物生産の増大も主要な課題であるが，工業的基礎にもとづく畜産の大きな
拡大のための必要諸条件は現存している．
　農工複合体の設立，強化は農業生産増大にとって大きく貢献したか，さらに，強固にされ改良さ
れなければならない．
　農業生産における工業的方法の導入とともに，専門化や垂直的統合を基礎にした農業生産の集中
か行なわれねばならない（3），と強調されている．
　本稿の目的は，上にのべた「総括」と「展望」の具体的内容，実態を分析し，ブルガリア農業の
現段階における諸問題点を指摘することにある．
　　　　　　　　　　　　　　　I. 1960年以降の農業生産力の発晨
　1970年のブルガリア共産党第10回大会において，｢工業的基礎にもとづく農業の集中と専門化｣
という基本的な農業発展方針が決定されたわけであるが，このような方針のもとで農業生産はどの
ような発展，推移をとげているであろうか．
　まず，国民経済の他部門との関連の中で，いくつかの指標をみていこう．
　　　　　　　　　　　　　　　表１　国民経済部門別従業者分布'(％)
犬べし 1960 1965 1970 1972 1973 1974
総　　　　　　計
物　的　生　産
　工　業・建　設
　農　　林　一菜
　輸　　　　　送
　供給・調達
弁生産的分野
　100
90.8
27.1
55.5
4.1
4.0
9.2
　100
89.2
33.3
45.3
　5.1
　5.2
10.8
　100
86.9
38.8
35.7
　6.0
　6.1
13.1
　100
" 86.1
　40.1
　32.8
　6.0
　6.9
　13.9
　100
85.5
40.5
31.5
　6.0
　7.1
14.5
　100
85.0
40.8
30.1
　6.2
　7.5
15.0
出所：セフ統計年鑑, 1974年度版401ページ, 1975年度版393ページ．
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　第１表は国民経済部門別の従業者の割合である．物的生産分野の割合か若干減少しているか，そ
の実態は農林業従業者の割合の減少であり，他部門の従業者の割合は増大している．つぎに，農業
部門の従業者のうち，社会化経営（協同組合農場，国営農場）におけるその変動をみたのか第２表
である，この点では，農業従業者は他部門に比較するとはるかに急速に増大している･．この15年間
　　　　　　　表２　国営・協同組合セクターにおける年平均労働者.｀従業者数(1,000人）
年
1960 1965 1970 1971 1972 1973 1974
総　　　　　　　　　　　計
　工　　　　　　　　　業
　建　　　　　　　　　股
　農　　　　　　　　　　業
　輸　　　　　　　　　送
　供　　　給●調　　　達
　住宅･公営･生活サービス
　科　学　サ　ー　ビ　ス
　教　育・文　化・芸　術
　保健・社会保障・体育
1,774
　769
　161
　148
　144
　161
46.7
14.7
　134
　64
2,197
　954
　225
　197
　153
　201
63.5
21.6
　174
88.5
2,749
1,156
　304
　271
　194
　232
　78. 9
　46.7
　202
　111
2,865
1,184
　311
　289
　201
　26‘8
　77.9
　56.4
　209･
　116
　2,993
　1,210
, . 315
　　336
　　206
　　283
　　78.6
■
61.7
　　218
　　124
、3,273
　1,243
　　315
　　550
　　213
　　286
　　74.4
　　66.5
　　230
　　13t
3.425
1,277
　316
　620
　222
　290
　73.9
　67.8・
　243
　142
　出所：同上,1974年度版406ページ.1975年度版398ページ．
に約4.2倍増大しているのである．以上の２表から，農業部門の比率の低下，農業部門内部におけ
る社会化経営の急速な発展かうかがえる．
　つぎに，農業部門に対する資金投下額を他部門のそれと比較したのか第３表である．
表３　部門別資金投下総額(100万レフ）
ぺ._　　　　　　年
　　　　　　‾ヘペ 1960 1965 1970 1971･　1　1972 1973 1974
工　　　　　　　　　　　業
建　　　　　　　　　　　設
農　　　　　林　　　　　業
輸　　　送，通　　　信
商業，,物材・技術供給，調
達
住宅，公営事業，生活サー
ビス
科学サービス，教育，文化
芸術
保　健，社会保障，体　育
466
22.0
　405
　80
30.6
　262
59.8
20.6，
888
53.4
　391
　134
61.8
　335
73.6
24.4
1-607
　102
　559
　308
　126
　560
　151
57.3
1,583
　121
　580
　339
, 105
　562
　16『
56.3
　1,621
　　141
　　643
’　442
　　117
　　612
　　191
　　57.6
1.762
　177
　664
　448
　119
　699
　184
60.5
1,775
　176
　768
　585
　132
　711
　211
71.6
　出所：同上, 1974年度版147―149ページ，19･/5年度版142―143ページ．
　農業に対する資金投下は, 1960年には工業についで第２位にあった力<, 1973年には住宅・公営事
業・生活サービス部門についで第３位となり, 1974年にはふたたび第２位になっている．その増加
率でみると, 1960年から1974年にかけて１．９倍であり，上掲部門中最低である．ついで低いのか住
宅・公営事業生活サービス部門である．農業部門資金投下の内訳をみると（４表），建設・組立作
業が減少し，他の大規模な作業・支出の急激な増大がみられる．農業の大規模化にともなう基本的
施設の建設よりも，農業の工業化に対する投資か最重点になっていることを示すものであろう．他
方，機械，設備，用具に関する資金投下の割合は若干の増加にとどまっている．
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一一　一一
　　表４　投下資金構成（％）
犬 1965 1970 1971 1972 1973 1974
総　　　　　　計
　建設，組立作業
　機械,設備,用具
　その他の大規模
　作業
　100
52.1
18.1
29.8
　100
36.4
21.3
42.3
　100
30.9
22.2
46.9
　100
32.3
20.9
46.8
　100
30.9
21.2
47.9
　100
27.5
24.7
47.8
77
　　　　　出所：同上, 1974年度版160ページ,1975年度版154ページ．
　次に，農業用地や播種面積の変動についてみよう．第５表は農業地面積についての表である．全
農業地が31万うタタール増大しているが，その内容は多年生植物用地，牧場の面積の増加(40.1万
　　　　　　　　　　　　　表５　農　業　地　面　積（1,000ヘクタール）
｀ヘペ　　　　年
　　　　　ぺ_． 1960 1965 1970 1971 1972 1973 1974
全　　農　　　業　　　地
耕　　　　　　　　　　地
耕　　　　作　　　　地
多　年　生　植　物　地
草　　　　　　　　　　　原
板　　　　　　　　　　　場
5,672
4,279
3,991
　345
　257
　791
5,793
4,167
3,823
　396
　257
　973
6,010
4,142
3,632
　385
　245
1,238
　6,009
1 4,132:
　3,634
　　384
　　247
　1,246
6,022
4,128
3,643
　382
　248
1,264
5,982
4,120
3,594
　382
　244
1,238
5,982
4,098
3,667
　390
　257
1,237
出所:1974年度版176ページ, 1975年度版170ページ．
ヘクタール）である．他方，耕地は18.1万ヘクタールの減少，とくに耕作地は32.4万ヘクタールも
減少している．基本的傾向として，耕作地面積の減少，畜産・果樹部門の面積の増大といえるであ
ろう．
　農業地面積の変動を経営範鴫別にみた表が第６表である．国営農場の農業地面積の増大がきわめ
て急速である．協同組合農場の面積は，傾向としては減少傾向にある．他方，非社会化農業地は．
　　　　　　　　　　　　表６　経営範葡別の農業地面積（1,000ヘクタール）
~～～二 1960 1965 1970 1971 1972 1973 1974
仝　　農　　　業　　　地
国　営　農　業　企　業
国　　　営　　　農　　　場
協　同　組　合　農　場
非社会化農業地
5,672
　620
　377
4,534
　518
5,793
　804
　555
4,365
　624
6,010
1,280
　936
4,089
　641
6,009
1,336
　940
4,035
　638
6,022
1,440
　961
3,950
　632
　　5,982
1　
5,355
　　　627
　　5,982
1　
5,355
　　　627
　出所：同上,1974年度版178ページ,1975年度版172ページ.
1960年代には増大傾向にあるが，それ以降は徐々に減少傾向にあるといえ芯だろう．第５，６表よ
り，国営農場の面積の増加は，主として／畜産・果樹部門の増加によるものである，といえるだろ
つ．
　つぎに，主要農作物の播種面積の変動についてみよう（第７表参照）．播種面積は全体的に減少
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一
　表７　主要農作物の播種面積(1,000ヘクタール）
ぺ　　　　　年
　　　ぺ_． 1960 1665 1970 1971 1972 1973 1974
庭園における播種を含んだ
全看播播種面積
庭園における播種をのぞい
た全看経播種面積
穀　　　物，豆　　　類
　　　小　　　　　　　麦
　　　ラ　　　イ　　　麦
　　　大　　　　　　　麦
　　　オ　　ー　　ト　　麦
　　　穀用とうもろこし
　　　豆　　　　　　　類
工　　芸　　　作　　物
　　　油　　脂　植　物
　　　　　　　綿
　　　て　ん　さ　い
　　　タ　　　バ　　　コ
じ　　ゃ　　か　　い　　も
露　　　地　　　野　　　菜
飼　　　料　　　作　　　物
　　　とうもろこし
　　　根　　　　　　　菜
　　　１　　　年　　　草
　　　多　　　年　　　草
3,991
2,605
1,249
78.3
　296
　181
　634
　135
　523
　252
78.5
65.7
86.8
44.6
80.8
　718
　289
21.1
91.9
　310
3,878
3,823
2,402
1,145
46.2
　372
　119
　555
94.8
　533
　270
45.9
66.4
　121
39.6
86.1
　739
　271
13.9
59.5
　367
3,643
3,632
2,279
1､014
22.1
　403
71.0
　635
73.1
　531
　285
41.9
55.3
　118
30.8
96.1
　671
　210
20.5
24.8
　392
3,643
3,634
2,324
1,013
　19.1
　434
　74.8
　655
　68.9
　503
　275
　40.8
　42.2
　115
　28.7
　93.5
　661
　214
‘20.1
　18.5
　382
　　3,651
　　3,643
　　2,283
　　　961
　　16.6
　　　446
　　64.8
’　689
　　67.8
　　　531
1　s　 　292
　　37. 2
　　54.0
　　　122
　　29.6
　　97.9
　　　676
　　　244
　　19.6
　　15.2
　　　377
3,603
3,594
2,175
　934
　15.5
　458
45.8
　624
66.0
　514
　276
37.1
59,0
　119
27.2
95.0
　761.
　316
17.2
11.5
　398
3,676
3,667
2,151
　861
14,8
　477
47.2
　523
69.0
　512
　267
36.6
60.3
　123
31.4
　103
　845
　387
15.5
13.7
　411
　出所：同上,1974年度版180―185ページ,1975年度版174―179ページ．，
している．大麦をのぞくと，穀物・豆類，工芸作物，の播種面積は減少している．他方，野菜，飼
料作物のそれは増大傾向にある．
　以上の諸表から，農業用地における畜産・果樹用の面積か増大していること，この増大は国営農
場における増大が中心であると推定されること，農作物播種面積においても飼料作物，野菜の播種
面積か増加している，ということかいえる．農業生産における畜産部門の比率が高まっていく傾向
が明僚である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　つぎに農産物生産高に関するいくつかの表をみよう．第８表は農業総生産物を1970年を100とし
　　　　　　　　　　　　　　表８　農業総生産物指数(1970年＝100）
ぺヽ～､＿　年
　　　　　へ 1965 1970 1971 19'72 1973 1974
農業総生産柏
餅　種　作　物
畜　　産　　物
84
84
85
100
100
10e
102
100
106
　　108
108
　　108
109
108
111
108
100
119
　　　　　出所＝同上, 1975年度版165ページ．
た指数でみた表である．この期間においては，農業生産はあまり噴調な発展をとげているとはいえ
ない．　しかし，その中でも，耕種作物と比較すると畜産物生産は若干増大串が高いといえる．
　耕種作物の生産の内訳けについてみた表が第９表である．第９表により示されることは第１に，
ライ麦，オート麦，穀用・飼料用とうもろこし，豆類等に見られる1960年から1965年にかけての収
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　　　表９　主要農作物総収穫高（1,000トン）
ｱ9
年
1960 1965 1970 1971 1972 1973 1Q74
小　　　　　　　　　　慶
ラ　　　　　イ　　　　　慶
大　　　　　　　　　　慶
ォ　　　ー　　　ト　　　慶
とうもろこし（穀用）
豆　　　　　　　　　　類
ひ　　　ま　　　わ　　　り
菜　　　種，油　　　菜
綿　　　　　の　　　　突
亜　　　　　麻（繊維ｍ）
　　　麻　　　（　//　）
て　ん　さ　い（工場用）
ﾀ●　　，バ　　　　　コ
じ　　ゃ　　か　　い　　も
野　　　　　　　　　　菜
飼　料　用　根　菜
飼料とうもろこし
干　　　　草（１年草）
干　　　　　草（多年草）
牧　　　　　　　　　　草
果　　　　　　　　　　実
　　　ぶ　　　ど　　　う
2,379
　82.2
　622
　218
1,505
　160
　344
　4.8
　64.0
1,650
　61.9
　478
1,489
　804
4,681
　328
　922
　707
1,196
　589
･2,921
　51.5
　876
　104
1,238
　57.6
　357
　0.9
　38.0
　3.2
　8.0
1,392
　123
　285
1>416
　328
2,313
　172
1,129
　667
2,217
1,334
　3,032
　27.9
　1,167
　98.3
　2,375
　79.2
　　407
　　0.1
　36.0
　　4.3
　　9.7
　1,714
　　122
　　374
1,500
　872
2,953
‘78.9
1,784
　637
2,328
1,040
3,095
　24.0
1,253
　102
2,518
　72.1
　462
　0.1
　40.0
　4.7
　8.2
1,516
　120
　404
1,527
　827
3,753
　93.2
1,550
　603
2,207
1,059
3.582
　21.3
1,427
　75.0
2,974
　52.5
　494
　　0
・49.4
　3.7
　7.6 ■
1,951
　156
　382
1,633
1,047
4,114
　39.3
1,449
　558
2,058
　933
3,258
　19.4
1,368
　51.3
2,565
　.73.8
　448
　　0
　37.9
　2.4
　7.0
1,791
　142
　328
1,602
　715
4,675
　33,7
1,791
　703
2,362
1,299
　　2,911
　　20.9
　　1,636
　67.0
　　1,626
　　57.2
　　　368
　　　　0
　　37.3
　　　3.3
　　　5.3
　1,611
　　　145
　　　345
　1,748
｀　　661
　3,885
　　36.0
　1,510
　　612
　2,003
　1,090
出所：同上, 1974年度版190―195ページ, 1975年度版184―189ページ．
　　　　　　　　　　　表10　主要農作物の収穫率（ヘクタール当りツェントネル）
ぺ　　　　年
　　　　　　　ペペ
1960 1965 1970 1971 1972 1973ヽ 1974
小　　　　　　　　　　　炭
ラ　　　　　イ　　　　　炭
火　　　　　　　　　　　炭
オ　　　ー　　　ト　　　炭
　（穀用）とうもろこし
豆　　　　　　　　　　　類
ひ　　　ま　　　わ　　　り
菜　　　種，油　　　菜
綿　　　　　の　　　　　実
亜　　　　　麻（繊維ｍ）
　　　麻　　　（　/z　）
て　ん　さ　い（工場用）
タ　　　　　バ　　　　　コ
じ　ゃ　か’い　も
飼　料　用　　根　菜
飼料とうもろこし
干　　　　草（１年草）
　　　//　　　　　（多年草）
ぶ　　　　ど　　　　う
19.0
10.4
,20.9
11.9
23.6
　9.2
14.5
　8､3
　8.1
　245
　7.0･
99.8
　350
　121
34.2
29.7
41.1
25.5
11.0
23.5
　8.7
22.1
　5.1
13.4
10.6
　8.3
　3.6
　6.9
　206
10.0
69.6
　209
79.3
25.9
33.2
72.9
29.9
12.6
28.9
13.8
3･7.3
　9.1
14.6
　7.0
　8.6
　4.8
　9.6
　310
10.3
　118
　406 ‘
　11L
30.5
48.2
52.2
30.5
12.5
28.9
13.S
38.3
　8.6
17.3
　6.8
　9.8
　5.1
　8.7
　359
10.4
　137
　447
　137
32.2
43.1
52.6
　37.3
　12.9
　32.0
　11.5
　‘43.1
　　6.2 .
　18.0
　　5.1
　13.3
　　4.4
　　8.5
　　361
・12.8*
　　124
　　520
　　136
　24.5
　40.7
　48.8
34.9
12.4
29.8
11.2
41.0
　9.6
17.7
　7.6
10.2
　3.4
　9.5
　290
11.8
　118
　404
　131
27.3
47.6
70.2
33.8
14.0
34.3
14.1
30.9
　6.6
14.0
　0.7
10.2
　5.1
　5.9
　267
11.7
108
　410
92.1
25.1
39.5
58.1
＊　1974年度版では13.0
出所：同上, 1973年度版　217―224ページ, 1974年度版196―202ページ, 1975年度版190―196ページ．
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穫の大きな減少である．（ライ麦，オート麦，豆類はその後も減少を続けている）．第２に1965年
以降，とくに1970年以降には，多くの農作物が比較的順調に増産されている．第３に, 1974年には
多くの作物の収穫か著しく低下しており，農業生産か依然として不安定な状態にあることを示して
いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　第10表は主要農作物の収穫率に関する表である．穀物に関する収穫率は比較的順調に上昇してい
るどいえるか，豆類，野菜，飼料用作物は決して良好な成果をあげているとはいえない. 1974年度
に収穫率が著しく低下している作物が少なくない．上掲の諸表よりいえることは，耕種作物につい
ては，安定的な増産，収穫率の上昇という推移はたとっていない，ということである．（ただし，
経営範鴫別にこの内容を見た場合に，どういう結果になるのかは，現在のところ，わからない．）
　次に畜産部門について統計をみてみよう．まず家畜数の推移を見たのか第11表である．大有角畜
　（主に牛），豚，めんよう‥賜の頭数の推移は決して良好な状態とはいえず，停滞・低下を示して
いる．全体的に1974年度は，家畜数は増大している．
表11　家　畜　数(1,000頭，年末）
~二 1960 1965 1970 1971 1972 1973 1974
大　　　有　　　角　　　畜
　　　　　　豚
め　　　ん　　　よ　　　う
山　　　　　　　　　　　羊
　　　　　　馬
家　　　　禽（100万羽）
1,642
2,553
9,333
　247
　312
　24.3
1,577
2,408
10,312
　436
　240
　20.8
1,353
2,369
9,678
　335
　170
　33.7
1,453
2,806
10,､127
・　318
　　156
　　34.1
　1,512
　2,599
　9,921
1－　302
　　　148
　　34.8
1.521
2･■.431
9.766
　286
　142
　36.9
1,622
3,423
9,791
　299
　137
　35.1
　出所：同上,1974年度版20J―205ページ,1975年度版197―199ページ．
　この家畜数の変動を経営別にみたのが第12表である，大有角畜，豚，めんようについては社会化
された家畜か60％以上であり，比率は増大傾向にある．他方，社会化された馬の絶対数，比率は急
速に減少しており，住民所有の数が増大している．農業の機械化と関連をもっていると思われる．
山羊については，圧倒的比率を住民所有がしめているか，全体数は増大傾向にはない．
　　　　　　　　　　　　　　表12　経営別の家畜数(1,000頭，年末）
・社会化経営家畜数（Ａ）
大　　　有　　　角　　　畜
　　　　　　豚
め　　　ん　　　よ　　　う
山　　　　　　　　　　　羊
　　　　　　馬
1,141
1,638
6,443
　13.7
　270
1,109
1,714
5,851
　17,1
　196
1,007
1,720
5,644
　2.3
　120
1,089
2,043
5,951
　2.2
　110
1,154
2,065
6,016 ’
　2.1
　100
1,179
1,940
5,950
　1.9
93.7
1,246
2,452
6,022
　2.9
　87.3
・住民所得家畜数（Ｂ）
大　　　有　　　角　　　畜
　　　　　　豚
め　　ん　　よ’　う
山　　　　　　　　　　　羊
　　　　　　馬
　500
　915
2,887
　233
41.4
　467
　693
4,459
　419
　44.3
　364
　648
4,033
　333
49.7
　.364
　762
4,175
　316
48:3
　358
　533
3,950
　299
　48.0
　343
　491
3,815
　284
48.2
　375
　971
3,770
　296
　50.1
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。営皆（％）　　　　　　　　　　　レ
大　　　有　　　角　　　畜
　　　　　　豚
め　　ん　　よ．　う
山　　　　　　　　　　　羊
　　　　　　馬
69.5
64.2
69.1
　5.6
86.7
70.4
71.2
56.8
　3.9
81.6
74.4
72.9
58.3
　0.7・
70.7
74.9
75.8
58.8
　0.7
69.5
72.6
79.5
60.6
　0.7
67.6
77.5
79.8
60.9
　0.7
66.0
76.9
71.6
61.5
　1.0
63.5
　出所：同上,1975年度版200―203ページ．
　つぎに，肉・脂肪類，ミルク，鶏卵，羊毛の生産を，総生産(A),社会化経営生産CB),私的生
産(Ｃ)に分類してその比率をみた表が第13表である．肉生産は，全体として毎年増加しているか，
Ｂ／Ａはほとんど変動していない. 0.65～0.69の間にある．大有角畜や豚肉生産も同様のことがい
える．鶏肉にっいては65年以降にＢとＣの比率か逆転し，総生産における社会化経営の生産の割合
は約60％である．羊・山羊にっいてはＣ部分の増大がめざましい．ミルダ生産は毎年増大している
が，Ｂ部分の増大がめざましい．卵生産はＢ部分の増大率が若干Ｃ部分を上まわる．羊毛にっいて
はＢ部分か70％近くをしめているか，Ｃの増大率は若干Ｂ部分の増大率を上まわる．第12表にみら
れた傾向と同じく，第13表においても，畜産部門の成果にっいてみても，社会化経営による生産の
比率が除々に増大傾向にある，といえるだろう．畜産部門における生産性について，社会化経営と
　　　　　　　　　　　　　　表13　総営別の肉，ミルク，卵，羊毛生産
ぺ　　　　　　年
　　　ヘベ 1960 1965 1970 1971 1972 1673 1974
肉，脂　肪（屠殺）　　A
　（1･000トン）　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
　　大　有　角　畜　　Ａ
　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
　　豚　　　　　肉　　Ａ
　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
　　羊，　山　　羊　　Ａ
　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
　　家　　　　　禽　　Ａ
　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
ﾐﾉﾚｸ（1,000トン）　Ａ
　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
鶏　　　卵（100万）　Ａ
　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
羊毛（1,000トン）　Ａ
　　　　　　　Ｉ　　　　　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　Ｃ
　307
　211
　96
43.7
35.4
　8.3
　162
　120
　　42
60.5
38.8
21.7
36.3
15.1
21.2
1,115
　783
　332
1,202
　520
　682
　21.0
　15.5
　5.5
　464
　268
　196
93.1
70.6
22.5
　226
　127
　　99
98.8
54.0
44.8
44.2
16.1
28.1
1,388
1,028
　360
1,402
　631
　771
　25.8
　17.1
　8.7
　476
　325
　51
　108
89.0
19.0
　178
　130
　48
94.3
51.2
43.1
92.7
54.6
38.1
1,632
1,257
　375
1,582
　798
　784
　28.8
　19.7
　9.1
　521
　350
　171
　101
82.7
18.3
　204
　144
　　60
　102
55.8
46.2
　111
　67.6
　43.4
1,671
1,293
　378
1,707
871
　836
　29.7
　20.4
　9.3
　565
　366
　199
　110
　89.2
　20.8
　243
164.1
　78.9
　101
　48.5
　52.5
　108 ・
　63.4
　44.6
1,674
1,293
　381
1,664
　840
　824
　31.5
　21.7
　9.8
　566
　385
　121
　126
　104
　　22
　223
　162'
　　61
99.8
51.7
48.1
　113
67.3
45.7
1,708
1,337
　381
1,701
　888
　813
32.2
22.9
　9.3
　562
　378
　184
　116
　195
　21
　212
　150
　　62
　99.8
　54.0
　45.8
　131
　78.5
　53.5
1,782
1･,396
　386
1,717
　899
　818
　33.0
　23.8
　9.2
出所：同上, 1974年度版210―215ページ, 1975年度版206－208ページ．
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他の経営とを比較した表が第14表である．社会化経営における畜産部門（搾軋量，羊毛量の２つの
指標であるか）の生産性は他の経営のそれと大きな差はなく，その格差も拡大傾向にあるとはいえ
ない．上掲の諸表からいえることは，畜産部門の生産の発展もレ1974年度か比較的良好であったこ
とをのぞけば，全体的に停滞的であったこと，この点は社会化された経営においても同様であっ
た，ということである．
表14　平均的搾乳皿・羊毛ｍ（k9）
全　　経 営
１頭当り搾乳量（Ａ）
１頭当り羊毛量（Ｃ）
1,444
　2.4
1,740
　2.5
2,211
　3.3
2,235
　3.4
2,217
　3.5
2,248
　3.6
2,326
　3,7
社会化経営
１頭当り搾乳量（Ｂ）
１頭当り羊毛量（Ｄ）
　　　　B/A
　　　　D/C
1,955
　2.6
　1.35
　1.08
2,342
　2.7
　1.35
　1.08
2,808
　4.0
　1.27
　1.21
2,799
　4.1
　1.25
　1.21
2,747
　4.2
七24
1.20
2,778
　4.3
　1.24
　1.19
2,864
　4.4
　1.23
　1.16
　出所：同上,1974年度版216ページ,1975年度版210ページ．
　最後に，生産の発展を裏付ける条件の１つとしての，トラクター・コンバイン数（15表参照）と
化学肥料の量（16表参照）に関する数字を見てみよう．この２表の示すことは，毎年，増大しつつ
あるとはいえ，絶対的水準かまだ低い，ということである．
　　　　　　　　　　　　　　　　表15　トラクター●コッバイッ数
ペー－＿..　　　年
　　　　　　　‾‾｀‾へ 1960
1965 1970 1971 .1972 1973 1974
トラクター数（1,000合）
　（15馬力換算）
穀物用コンバイン1,000合）
耕地・多年生植物植付地
100ヘクタール当りの
　トラクター数（合）
　トラクター納入数（合）
穀物用コンバイン納入路）
　40.3
　7.0
　0.9
5,129
1,498
66.4
　6.9
　1.6
5,934
　440
　93.7
　9.3
　2.3
3,468
　228
　99.4
　9.5
　2.･5
4,776
　524
　　110
　　9.9
　　2.7
・　6,447
　　973
　122
　10.0
　3.1
5.994
　898
　　●●●
　　9.6
7,105
　　728
出所：同上, 1974年度版220―221ページ, 1975年度版214ぺ，ジ．　．
　　　　　　　　　　　　　　　　表16　化学肥料納入量（1･,000ドン）
全　化
　窒
　リ
　カ
学　肥　料
素（N2　換算）
ン(P2O5換算）
リ（k20換算）
農耕地１ヘクタール当り全
鉱物肥料
耕地，多年生植物植付地１
ヘクタール当り全鉱物肥料
1960
-
　157
　101
50.0
　5.9
27.6
36.1
1965
???????
―?
?
?
????? ?????????
1970
-
　639
　379
　235
24.9
106
159
1971
出所：同上, 1974年度版222―223ページ, 1975年度版216―217ページ
??????
?
?
??
?
? ???? ????
1972
???????
?
?
??
?
? ????
1973
???
　259
46.1
　106
　159
1974
?????
??
??
22.0
94.9
　140
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　以上の諸指標が全体として示すことは. (1)穀物を中心とした農産物生産は順調に増大していると
はいえない，その生産方法は集約的方法への移行を示しているが，その為に必要な大きな資金投
下，農業の機械化・化学化等の急速な進展はいまだ見られていない．第６次５ヵ年計画が，基本的
には工業発展を優先させた計画であり，その条件のもとで農業の発展か計画された，という政策の
限界が示されているように思われる.（2）畜産物生産増大の為の方策が示されているか，現在の段階
においては結果は良好ではない．結局1971年４月の第10回共産党大会におけるトドルジフコフによ
る「物質的・生産基盤の集約的発展は，その構造，経済的水準において新しい質的進歩をもたらし
た．……農業生産の集中と専門化の新しい段階への移行の諸条件が生じた」という，第５次５ヵ年
計画に対する総括，それにもとづく生産の集中と専門化による農業の発展という基本的方針はそれ
以降の具体的成果としては確認されていない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ．農工複合体の生産
　1970年４月のブルガリア共産党中央委員会総会, 1971年４月の共産党第10回大会における農業の
強化・発展の基本的方向は，農業の専門化，集中化と工業的基礎にもとづく農業の発展という方向
であり，そのための生産形態として重視され，広範に普及されたのが農工複合体であった．
　農工複合体がどのような生産組織・構造をもっているのかについて具体的にみてみよう(4)農工
複合体「カルノバート」についてみると，この農工複合体はブルガリアの東南部の中央に位置し，
その面積は約70, 800ヘクタールである．土地は主として肥沃な黒土地である．この地方の自然条件
は穀物，工芸作物，飼料作物，ぶどう，野菜などに適している. 1970年の「カルノバート」設立に
際して，フつの協同組合と１つの国営企業が参加し，この時点における総農業地面積は56, 347ヘ
クタールであった. 1973年３月に１つの協同組合か「ブルガスエ業農業複合体」へ移動し，現在
　(1974年），「カルノバート」は47, 737ヘクタールの農業用地，（そのうち38, 659ヘクタールが耕
作地）と2963万レフの固定生産フォンド(1972年) , 6430人の恒常的な従業員をもっている．６つ
の協同組合と１つの国営企業の他に，「カルノバート」は経済的・法律的独立性をもたない，内部
経済計算制にもとずく２つの専門企業をもっている．カルノバートの組織構造は図１のとおりであ
る．協同組合農場はいずれも総合機械化作業班，混成作業班，ぶどうや野菜の畑作作業班，農場，
牧羊場，養豚場，養鶏場をもっている．国営農場は４つの支部をもち，それぞれがトラクター，畑
作作業班，牧羊場，養鶏場などをもっている．いずれの協同組合農場および国営農場とも，それぞ
れで１つにまとまった多部門的性格を強く残して,おり，農工複合体としても，協同組合農場と国営
農場の単なる統合という性格が，まだ強い．
　つぎに，現在の「カルノバート」の部門ごとの規模，生産額についての数字は第17表で示されて
いるとおりである．まず耕種部門についてみると，穀物生産か55％－58％，工芸作物が15－17％の
面積をしめており，他部門の比率は小さい．野菜生産より，ぶどうによって代表される多年生植物
部門の方が面積の比率は高い．総生産額についてみると，耕種部門か51－57％，畜産部門が30―33
％，工業部門か11－12％である．耕種部門の中心は穀物と工芸作物であるが，畜産部門では，牧羊
か比較的大きい比率をしめているご工業部門の中心は,‘第１図に見られるように，雛詰工場と思わ
れる．
　図１や表17で見られるように，この農工複合体は多部門的経営をおこなっているが，穀物および･
畜産への発展方向がはっきりしている．比較的良好な発展をみせているのか工芸作物，牧羊業，加
工工業，養豚業，牧牛，養鶏，ぶどう・野菜裁培などである．個々の部門の最適規模の組織単位を
独立化させることによって各種生産を今後，さらに強化していく可能性が生じている．そのために
は，生産と加工とを結合し，大規模面積で生産を集中し，それに相応した巨大専門的組織単位を設
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　　表17　「カルノバート」の部門規模，生産構造
85
活動部門，種類
1970年 1971年 1972年
面　積原頭） 総生産 面　積（頭） 総生産 面　積（頭） 総生産
ヘクタフル ％
1,000
レフ ％ ヘクタール ％
1,000
レフ
％= ヘクタール ％
1,000
レフ ％
耕　積　部　門
　毀　　　　物
　工芸作物
　野　　　菜
　多年生植物
　ぶ　ど　う
畜　産　部　門
　牧　　　　畜
　牧　　　　羊
　養　　　　豚
　養　ヶ　ィ
他　の　活　勁
　工　　　業
　　　計
46,574.3
26,122.8
　7,500.7
　　906.2
　1,931.1
　1,221.7
　　　χ
　　3,197
　37,531
　25,950
　22,754
　　　χ
　　　χ
　　　χ
!00.0
　56.1
　16.1
　1.9
　4.1
　2.6
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
21,961
12,289
　4,435
　1,641
　2,026
　1,191
11,528
　2,794
　3,785
　2,849
　2,080
　5,174
　4,489
38,763
56.9
31.7
11.4
　4.2
　5.2
　3.1
30.0
　7.2
　9.7
　7.3
　5.4
　13.3
　11.6
100.0
45.899.6
26,645.0
　7,956.2
　　824.1
　1,275.5
　1,321.2
　　　χ
　　3,258
　38,096
　30.130
　33,800
　　　χ
　　　χ
　　　χ
100.0
　58.0
　17.3
　1.8
　4.1
　2.9
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
19,965
10,448
　4,586
　1,365
　1,974
　1,291
12,881
　3,076
　4,407
　3,259
　2,007
　5,724
　4,430
38,570
51.8
27.1
11.9
　2.5
　5.1
　3.3
33.4
　8.0
　11.4
　8.4
　5.2
　14.8
　11.5
100.0
38,658.8
22,421.4
　6,064.7
　　784.8
　1,643.5
　1,237,5
　　　χ
　　3,132
　34,576
　28,580
　28,274
　　　χ
　　　χ
　　　χ
100.0
　58.0
　15.7
　2.0
　4.3
　3.2
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
18,190
10,554
　3,578
　1,382
　1,502
　816
10,973
　2,617
　3,682
　3,345
　1,294
　5,694
　4,382
34,857
52.2
30.3
10.0
　4.0
　4.2
　2.3
31.5
　7』
10.3
　9.3
　3.6
　15.9
　12.2
100.0
　出所:B. MBpneB, Tain >Ke, CTp.26
立することか必要とされている･
　つぎに，「カルノバート」の経済状態を示すために，若干の経済・生産指標をみてみよう（第18
表参照）．管区ならび国全体と比較して，「カルノバート」の平均収穫率が一貫して高い作物は，小
麦，大麦，あんず，羊乳，羊毛であり，それか低い作物はとうもろこし，ひまわり，トマト，とう
からし，ぶどう，牛乳，卵などである．生産の比率が高い作物は収穫率がいくらか高いといえる．
　　　　　　表18　「カルノバート」，ブルガス管区，国全床に関する主要な生産・経済指標
作物，生産物
平均収穫率（ツェントネル/ヘクタール）
　　　　　と一頭当り平均生産性
労働生産性(100kg
に対する人一時間）
1968―70年 1970年 1971年 1971年
「カルノ
バート」 管区 国
「カルノ
バニト」 管区 国
「カルノ
バート」 菅区 国
「カルノ
バート」 管区 国
小　　　　　　炭
火　　　　　　炭
穀用とうもろこし
ひ　ま　わ　り
てんさい糖
ト　　　マ　　　ト
と　う　が　ら　し
活用ブドウ
も　　　　　　　も
あ　　ん　　ず
牛　　　　乳　ぞ
羊　　　　乳　ぞ
羊　　　　毛　k9
　　　卵　　　　個
　33.5
　32.1
　33.2
　14.9
370.4
293.1
151.9
　88.7
　60.1
　71.2
2,607
　58.3
4.078
　　189
31.7
32.4
33.1
15.6
357.9
381.5
194.9
　91.4
112.4
　47.5
2,799
　　53
3.568
　　193
26.7
25.2
40.5
16.8
288.1
290.6
195.9
　60.8
　86.3
　34.6
2,731
　　54
4.030
　188
44.0
45.6
30.1
12.9
406.7
289.1
170.9
　79.5
　68.3
　81.8
2,744
　　61
4.311
　　204
35.5
39.1
30.9
14.1
407.3
379.2
189.7
　90.3
114.1
　76.3
2,870
　　55
8.677
　　205
20.5
30.6
40.0
14.9
313.6
258.8
191.2
　59.6
102.9
　48.2
2,740
　　55
4.262
　　188
　36.3
　39.5
　29.1
　14.7
399.9
254.8
130.9
　63.7
　45.5
　77.1
2,619
　　65
4,431
　　175
34.7
36.9
29.9
16.5
425.3
367.8
167.1
　72.9
　93.9
　37.6
2,766
　　54
3.564
　199
31.0
30.5
40.3
17.8
358.3
　28.7
196.8
　55.8
　78.3
　44.2
2,742
　　54
4.070
　193
0.29
0.24
0.85
0.76
0.26
1.90
2.51
1.78
1.24
0.95
1.18
3.37
52.35
　0.57
0.77
0.81
0.86
0.89
0.30
1.53
3.63
1.55
1.68
2.40
2.65
5.88
52.13
　0.23
0.34
0.29
0.62
0.65
0.27
1.33
2.18
2.62
1.40
1.37
1.32
4.18
53.64
　0.21
出所:B. MapMeB, TaM )Ｋｅ CTD 27
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　つぎに「カルノバート」の今後め生産発展に関する計画についてみてみよう（第19表参照）．生
産の発展の方向（専門化）は穀物・畜産方向の継続である．耕種部門については，播種面積は全体
として，ほぼ現状どおりであるが，総生産額は1 41倍となっており，全体における比重も47.5%か
　　　　　　　　　　表19　「カルノバート」の生産計画主要指標(1975,1985年）
主要部門と作物
1975年 1985年
面積（頭） 脳宗
C去）
生　産
n,ooo＼
総生産 面積（頭） 平　均
収穫率
生　産
(1但
総生産
ヘクター
ノレ　（頭） ％ (1漂 ％
ヘクター
ノレ　（頭） ％ (ヅ) ％
植　　　　　　物
　穀　　　　　物
　　小　　　　麦
　　大　　　　麦
　　とうもろこし
　工　芸　作　物
　　ひまわり
　　てんさいとう
　　綿　　　　花
　野　　　　　菜
　　ト　　マ　　ト
　　き　ゅ　う　り
　多年生植物
　　ぶ　ど　う
畜　　　　　　産
　牧　　　　　畜
　牧　　　　　羊
　養　　　　　豚
　養　　　　　鶏
他の種の活動
　工　　　　業
　　　　計
38,658.8
21,800.0
11,200.0
　5,850.0
　　4,750
　5, 300. 0
　4,200.0
　　500.0
　　600.0
　　750.0
　　265.0
　　　90.0
　2,831.2
　1,937.5
　　　χ
　　3,250
　41,200
　50,000
　35,000
　　　χ
　　　χ
　　　χ
100.0
　56.4
　29.0
　15.1
　12.3
　13.7
　10.9
　1.3
　1.6
　1.9
　0.7
　0.2
　7.3
　5.0
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
　40.4
　40.0
　40.0
　46.4
　χ
　18.5
　500
　12.0
　χ
430.0
135.0
　χ
　86.3
　χ
3,000
5,080
　7.16
　174
　χ
　χ
　χ
　χ
91,779
44,800
23,400
21,324
　χ
　7,770
25,000
　　780
　χ
11,395
　1,215
　χ
11,000
　χ
　9,750
　260t
　5,245
　5,930
　χ
7,000t
　χ
18,751
8,911
4,480
2,200
1,919
3,487
1,766
　　975
　　624
　2,115
　1,065
　　300
　2,903
　1,923
14,551
　3,797
　3,807
　6,283
　　664
　6,140
　4,840
39,442
　47.5
　22.6
　11.4
　5.6
　4.8
　8.8
　4.5
　2.5
　1.5
　5.3
　2.5
　0.7
　7.3
　4.8
　36.8
　9.6
　9.6
　15.9
　1.6
　15.6
　12.2
100.0
38,710.6
22,166.5
10,214.2
　5,877.9
　5,186.4
　4､812.3
　4,062.3
　　χ
　　750.0
　　890. 0
　　320.0
　　120.0
　4,297.2
　2,986.6
　　芦
　　3,250
　41,200
　100,000
　　χ
　　χ
　　火
　　χ
100.0
　57.3
　26.4
　15.2
　13.4
　12.4
　10.5
　･χ
　1.9
　2.3
　0.8
　0.3
　11.1
　7.7
　χ
　χ’
　χ.
　χ
　χ
　χ
　χ
　χ
×
49.6
50.0
45.7
57.1
×
22.0
χ‘
14.0
×
450.0
135.0
　χ
134.0
　χ
4,000
7,630
　19.5
　χ
　χ
　χ
　χ
　　χ
109,876
　51,071
　27,920
　29,593
　　χ
　8,937
　　χ
　1,050
　　χ
　14,400
　1,620
　　χ
　34,899
　　χ
　13,000
　3,45t
　10,108
　　χ
　　χ
・ 9,500t
　　χ
26,641
10,810
　5,107
　2,624
　2,663
　2,895
　2,055
　χ
　840
　2,778
　1,296
　400
　8,139
　6,450
19,653
'4,447
4,056
11,150
　χ
　6,550
　5,250
C-} Q 1 Q
　50.3
　20.4
　9.6
　4.9
　5.0
　5.4
　3.8
　χ
　1.5
　5.2
　2.4
　0.7
　15.4
　12.2
　37.2
　8.4
　7.6
　21.1
　χ
　12.4
　9.9
100.0
　出所:B. MapMeB^ TaM〉≪e, CTp. 28
ら50.3%へと1.06倍へ増大している．最大の増大か見込まれているのは多年生植物（面積= 1.52
倍，総生産額= 2 80倍），とりわけぶどう（面積= 1.54倍，総生産額= 3.35倍）である．他方，て
んさい糖は1985年には生産うちきりか予定されており,･ひまわり生産面積も0.97倍に縮少する．そ
の他の作物はいずれも生産面積，総生産額とも増大し，後者の増大率か前者の増大率を上まわり，
生産性上昇が予定されている．畜産部門は，総生産額が1.35ｲ音増大することか予定されている．養
豚は生産頭数は２倍，総生産額は1 77倍となる．しかし，養鶏は生産か中止される．副業経営，加
工業は維持され，順詰工場はさらに発展か見込まれている．
　以上の成果を基礎にして，純所得と総所得の増大が見込まれており，収益性ノルマは1975年＝35
%, 1985年＝60％と増大することか計画されている(5)
　さらに，専門化，集中化，組織改善にかんする1980年―1985年の計画は，第２図のとおりであ
る．全体的に巨大専門的組織単位（企業，作業班，農場）の形成か予定されている．協同組合農場
　１では，食料用，飼料用の穀物，ひまわり種子，飼料の生産，1000頭の牛，7000頭の羊の肥育か予
???????
???????
??????????????
???
?（????）????????? ? ?
???????）????
（????）??
?????????
??????????? ?
?????????????? ?
??????）?〜。???????
（??????????
??????｛
最近のブルガリ．ア農業の発展　　　（保坂）
-
ｅＱ
政令泄
９－車Ｈ９
一
" laaf-ssiseB*
＆tS!祓啼犀
－4S!ま娠ぼ
ｰ
･!≫■ -t? A¥く･、
-
fり訟好収安
-
eヽj tS5t≪i≪Sf
-
-か扨遡心
--
一
一
砥妬斟
" mIHSH
一一
CVl ゛iこXJ･r-S:*≪
-
.･，｀ぷχlやμ扨
心Qが排９
Ln累茫茫輸脚
c9り以J
eヽが斗咄９
<c H-ヽ斗ａ９
eり
ｉ ““
一
一
ａ
-
゛そﾆりrヽ辿粧斟
H**SiH≪S:≪≫ =
~ H*≪S4H
一
一Hitsei^
tz）測器９
t肖が斗喘９
々咄９
-
f･つト4糾ｇ
-
87
一一
一
一
H*≪SiHf≫≪!:#≫W
匹･
々が扮咄９
-
e･つ心９
－Ｈ粉
-rが叫咄９
eつｑ
-
eヽjH粉
一
一Ｈ糾
-
-
-
よう‘6’.「ブルガス」は５つの協同組合農場を統合して，
???????????〜?」
???
　　定されている．農業地は8532.9ヘク
　　タール，耕作地は7527.8ヘクタール
　　である．協同組合農場２では，穀
　　物，牧羊・牧牛の経営に専門化し，
　　8913ヘクタールの農業用地, 6431.9
　　ヘクタールの耕作地をもつことにな
　　っている．協同組合農場３では，協
　　同組合農場１と同様の作物が生産さ
　　れ, 1050頭の牛, 5500頭の羊を所有
　　している．農業地は約14000ヘクタ
　　ール，耕作地は10235 9ヘクタール
　　となる．協同組合農場４は，第１図
　　の協同組合農場の２つが統合して形
　　成され, 11760.2ヘクタールの農業
　　地, 9014.7ヘクタールの耕作地，
　　750頭の牛, 1200頭の子牛, 13200
　　頭の羊をもつ．協同組合農場５は
　　5762.5ヘクタールの農業地, 2700.6
　　ヘクタールの耕作地，約5.000頭の
　　羊をもつ．国営農場カルノバートの
　　支部は内部経済計算にもとづく「カ
　　ルノバート」の企業として，第１，
　　３，４の企業に引渡される．協同組
　　合農場６のぶどう裁培企業は新設立
　　企業で, 1165ヘクタールの面積をも
　　つ．　また協同組合農場7,8,9も
　　同様であり，それぞれ, 1200ヘクタ
　　ールの野菜畑, 427 5ヘクタールの
　　果樹園．年間9500トンの雄詰生産能
　　力をもつ１つの隠詰工場，年間10万
　　頭の養豚，飼料工場と2000頭の子牛
　　肥育，を予定している．
　　　第２図に見られるように，企業の
　　専門化・集中化の方向は急激な形を
　　とらず，多部門的性格を保持したま
　　まで，専門化と集中化を強化してい
　　こうとしている．
　　　農工複合体における生産の集中
　　化，専門化の状態と活動の成果をも
　　う１つの例，「ブルガス」でみてみ
1970年に設立された．主要な生産部門は
穀物，てんさい糖，ぶどう，果実，野菜栽培である．設立時の耕作地面積は31,824ヘクタール（食
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用殼物=9, 300ヘクタール，飼料穀物= 6310ヘクタール，てんさい糖= 1770ヘクタール，ぶどう栽
培= 1,707ヘクタール，果実栽培=975ヘクタール，野菜栽培= 784ヘクタール），家畜数は，大有
角畜= 8,250頭（牛= 3,072頭）.羊=40, 466頭（子羊=23468頭），豚=7,688,鶏= 266,580羽
　（11万羽＝家禽）であった．　　　　　　　　　　　　　　，　／　　１
　’「ブルガス」の生産条件の変化は作業班の生産単位の拡大であり，その１部は第20表のとおりで
ある．畑作物，ぶどうの土地数は半分以下に減少し，土地平均規模は･2.6培, 2.5培に増大してい
る．果樹園の土地数は0.58に減少し，土地平均規模は１．８倍に増大した．さらに，総合的機械化作
　　　　　　　　　　　　　　表20　「ブルガス」における土地数と面位
　　　　　出所:Ｈ.φOTeB T剛）l《e, CTp. 31
業班の数は1969年の９班から1972年の14班に増大し，平均耕作面積規模は1084ヘクタールから1480
ヘクタールヘと拡大され, 1972年には1969年の２倍以上の土地が耕作された．畜産の生産単位も拡
大され，年間300万羽のブロイラーを生産する養鶏コンビナート, 12000頭の子牛を肥育するコン
ビナート, 2000頭の雌牛を保育する牛乳工場か設立された．畜産の集中化も進展し, 1969年には14
地点，38の牛舎で平均200頭の規模で雌牛が肥育されたか, 1972年には８地点で平均820頭，４地
点で500－600頭，３地点で200頭が肥育された．以上のようにして，生産の自動化，機械化，工業
化へ発展する諸条件か生まれている．
　作業の機械化水準も大きく上昇した．畜産における巨大建設は農工複合体のような新しい生産組
織形態のもとでのみ可能となる．「拡大・技術改善」フォントは農工複合体に集中され，強力な生
産単位を設立するために，より合理的に利用されることが可能となっている．
　第21表は「ブルガス」における主要農作物の平均収穫率の変動である．ぶどうを除いた他の農作
物の生産は順調な増大をみせている．
　　　　　　　　　　　　　　　表21　主要農産物平均収穫率の変動/
　　作　　　　　　　　　　　　物
小　　　麦（ツェントネル/ヘクタール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
大　　　麦（ツェントネル/ヘクタール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
てんさい糖（ツェントネル/ヘクタール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
ぷ　ど　う（ツェントネル/ヘクタール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
も　　　も（ツ･エントネル/ヘクタール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
1969年
-
　39.4
100.0
　34.1
100.0
412.2
100.0
121.8
100.0
156.5
100.0
1970年　｜
　48.9
124.0
????????
456.5
110.0
100.0
　82.0
157.5
105.0
1972年
-
　56.8
144.0
　50.7
149.0
517.4
132.0
109.1
90.0
???????
　　　　　　出所:H.(j)OTeB TaM we, CTp.32
　　｢ブルガス｣の全体的な経済成果の推移を示したものか第22表である．この表は全体として経済
成果の順調な増大をしめしているが，総生産高・純生産高・純収入の増大テンポか恒常的労働者１
最近のブルガリア農業の発展　　　（保坂）
一一
　表22　「ブルガス」における主要経済成果
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指　　　　　　　　　　　　　　　　標
1969年 1970年 1972年
価値表示 ％ 価値表示 ％ 価値表示 ・％
総　　　　　　生　　　　　　産　　（1,000レフ）
純　　　　　　生　　　　　　産　　（1,000レフ）
純　　　　　　収　　　　　　入　　(1,000レフ）
耕作地100ヘクタール当り総生産　　（1,000レフ）
恒常的労働者１人当り総生産　　　　（レフ）
恒常的労働者１人当り純生産　　　　（レフ）
恒常的労働者１人当り純収入　　　　（レフ）
40,721
23,007
7,074
　127
4,260
2､407
　740
100
100
100
･100
100
100
100
44,370
24,798
7,863
　139
4,562
2,549
　809
109
108
111
110
108
106
108
49,381
27,553
8,411
　156
4,963
2,763
　868
121
120
119
123
118
115
114
　出所:H. 4)0TeB TaM >Ke CTp.33
人当りの総生産高，純生産高，純収入の増大テンポより高いことを示している．これには，この期
間に約400ヘクタールの耕作地面積が減少したことと，労働力を多く必要とする作物（てんさい糖
・ぶどう，野菜）の面積が拡大した結果，恒常的労働者数が増大したためである．このような生産
の集中化・専門化は分業をいらそう促進し，農業の工業化過程を前進させる重要な条件となってき
ている．
　つぎに，以上のような農工複合体の基本的生産単位となってきている「総合的機械化作業班」，
あるいは「工業的生産作業班」の実態を，ティグロビシチエ管区の農工複合体のマカリオポルスコ
村協同組合農場の作業班についてみてみる（7）.この協同組合農場は穀物・畜産に専門化しており，
約6o％の耕作地が穀物用に, 12.5%が工芸作物にc c 0/が野菜に, 4.8%が多年生作物に，残り
の土地が飼料生産にあてられている．この協同組合農場はティグロビシチエ管区のなかでは先進的
経営である. 1972年度には，総生産高は10％，商品生産物は約15％，耕種生産の純収入は37%,そ
れぞれ計画を超過遂行した．収穫率は管区全体の平均を7－16％超過した．労働生産性上昇も管区
平均を10－30％超過した．　　　　　‥
工業的穀物生産作業班（以下，「作業班」と略称）の耕作地は5141ヘクタールで，全耕地の70％
をしめている．協同組合農場に統合された個々の村め境界はなくなり，これによって技術の改善，
効率的利用が可能となったとされている．「作業班」は小麦(2016ヘクタール），大麦(750ヘク
タール），とうもろこし（1200ヘクタール），ひまわり（1000ヘクタール），大豆000ヘクター
ル），オート麦（75ヘクタール）を生産している．技術，機械（１台のトラクターＫ－700 ，9台
のD T54, 18台のベラルス，18台の穀用コンバイン）が集中され，効率的な利用や修理が可能とな
っている．「作業班」の機械工１人当りの耕作地は, 122.4ヘクタール，従業員１人当りの耕作地
は100ヘクタールである．「作業班」の生産組織構造は第３図のとおりである．すべての作業はほ
ぼ機械化されており，いくつの機械グループの組合により全作業は遂行され，農業技師と管理者と
農業技師＝技術者か全体を総括している．穀物生産やひまわり生産では，あらゆる作業か機械化さ
れ，最近では，補助的労働力を投入することはなくなり，春季播種は，トラクター運転手だけでお
こない，秋季作業時には各機械に対して１人の助手か補助をおこなう．機械化によって播種，間引
き，除草，収穫などの手労働はなくなった．現在，収穫された約17000トンの全穀物は１箇所の機
械化された穀物集積所に集中される．それにより，輸送費用か大きぐ削減される．以前とちかっ
て，「作業班」は生産物の販売をもおこなっている．この「作業班」の平均的収穫率や原価は第23
表のとおりである．両指標とも計画で予定されたよりも良好な実績をあげている．
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　表23　平均的収穫率，原価に関する実績(1972年）
作　　　　物
　平　均　的　収　穫　率(ツェントネル/ヘクタール)
穀物，種子100 k9当り原価
　　　　(レフ)
計　　　　画 実　　　　績 計　　　　画 実　　　　績
小　　　　麦
大　　　　麦
とうもろこし
ひま’わり
大　　　　豆
30.0
34.0
42.5
18.6
11.0
　32.9
40.0
　46.6
　21.4
　21.5
　6.43
　5.97
　5.64
10.70
　　－
5.54
3.85
3.88
7.86
15.30
出所:B. PyceB, n. rieTKOB T. ZIhmob, TaM >Ke, CTp. 11
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　つぎに，「作業班」の労働組織についてみよう．「作業班」は51人からなっており，42人はトラ
クター運転手，９人は管理者であり，その内訳けは農業技師＝管理者，技師＝次席管理者，農業技
師＝技術者，会計係，計算係，倉庫係，３人の機械係である．トラクター運転手は他の経営におけ
るように作物ごとに専門化されているのではなく　トラクターや機械の種類ごとに専門化されてい
る．「作業班」には恒常的な生産組はなく，季節ごとにさまざまな機械化グループかつくられる．
各グループは一定の種類の作業や機能を遂行するために専門化している．トラクターや農業機械の
数，その集合の仕方は具体的課題に応じて決定される．「作業班」のトラクター運転手は２つの専
門をもち，たとえば，トラクター分Ｔ－54がほとんど使用されることのない収穫期には，コンバイ
ンの助手として働くという具合である．
　また，とうもろこし，ひまわりの栽培地を全作業を行なう一定のトラクター運転手に所属させ，
自己管理，課題に対する責任，作業者本人や生産組の作業結果に対する関心を上昇させることがお
こなわれている．これにより播種，耕作などの作業の質が向上したと評価されている．他方，この
事は機械の流動的，計画的利用を制約するものではないという．個々のトラクター運転手に畑を割
当てる主要な利点は，最終的生産結果に対する個人的・集団的物質的関心を高め，社会的生産に対
する個人的責任を明確にし上昇させる．労働規律が向上し，労働時間の密度か大になり，合理的技
術利用がえられる，作業の質が向上し，効果的に自己管理を実施しうる，規律が強化される，報告
か単純化される（以前には報告作業に７人が従事していたか，現在では１大の計算係である．）と
評価されている．このようにすることによって，より効果的な社会主義的競争が可能となり，労働
生産性が向上し，生産増大が達成されると評価されている．「作業班」における物質的刺激制度は
つぎのとおりである．トラクター運転手は農工複合体で承認された労働ノルマと価格にもとづいて
労働支払いをうける．補足的支払いはさまざまな時期におこなった個々の作業，（量的，質的）に
たいする奨励と，定められた生産計画の超過遂行に対する年度末の現物による奨励とからなる．た
とえば，ひまわりの良質の収穫に対して，コンバイン運転手は種子・トン当りの収穫に対して，
2.4レフを受取る，秋季播種のさいの良質作業については，トラクター運転手に対して各遂行ノル
マ当り３レフの支払いがなされる.300ヘクタールの播種を規定期日内におこなったトラクター運
転手に対しては，1000Kgの穀物が現物支給される．他方，計画超過に対する現物的奨励として
は，計画廸過のとうもろこし生産lOOKgに対して，その15％はトラクター運転手へ，３％は管理者
へ，1.5％は主要専門家へ支給される，濯漑地におけるとうもろこし生産の計画超過部分の10％は
撒水夫に支給される，計画超過したひまわり種子生産100 Kg の20％は生産組の全構成員へ支給さ
れる．計画を超過した大麦生産100 Kg に対して, 10%は機械運転手に，３％は管理者に支給され
る．
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　1972年度の生産実積は，計画に対して総生産高は119.9%,商品生産は150.4%,純収入は164.6
％と，それぞれ計画を超過した．さらに，労働支出水準についての成果は第24表のとおりであっ
た．「作業班」は国ならびに管区全体の平均的成果を大きく上回っているだけでなく，自己の計画
をも超過達成している．
　　　　　表24　「作業班」における生産物lOOKgに対する生労働支出(1972年，時間）
作
???
物
???
とうもろこし
ひまわり
大　　　　豆
計
｢作
1｡69
2.08
3.13
5.23
　－
画
業
実
班」
1.58
1.04
1.78
2.80
4.53
績
管区の協同組合
農場平均指標
　　■3.14
　　　2.24
　　　4.76
　　　4ﾝ64
．出所:B. PyceB, n. neTKOB, T.μHMOB, TaM >Ke, CTp. 12
全国的平均
指　　　　標
　　2.75
　　2.37
　　4.96
　　5.17
　「作業班」においては労働力も効率的に利用され，Ｌ人・年当り273.12日を使用している．　その
際，１人・日当り生産物は管区の協同組合農場平均よりはるかに大きい．
　以上のようにして，最近のブルガリアにおいて一般的な農業企業形態となった農工複合体は，現
段階においては，経営の多部門的性格と専門化・集中化の進展とを統一した特徴を強くもっている
こと，したがって，協同組合農場，国営農場の単なる統合という性格をまだ強くもっている．しか
し，基本的な発展方向は生産の専門化・集中化をすすめて，部門別生産統合，垂直的統合を漸次的
に実現していくことにあることは明白である．農工複合体における作業班の総合的機械作業化は進
展し，基本的な農作業は機械化され，機械化過程にそった生産方法の変更も生じている．農工複合
体の生産構造の変化は漸次的に行われており，全体としての生産力の発展も順調である，というこ
とか確認される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に
　以上の分析から次の点が確認できよう．この期間における農産物生産の状態は，「基本的な成
功」というよりは，かなりの程度の不安定性をともなうゆっくりした生産の増大である．とくに，
畜産物生産増大をめざす全体的な政策は明確であるのに，その成果は，現在のところ停滞的であ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　他方，農工複合体か，全体的にみて先進的な役割をはたしていることも明らかである．しかし，
現在の農工複合体は農業企業を水平的に統合した巨大規模の農業企業という性格がつよく，本来的
な意味における農工複合体の特徴を十分に発揮したものではない．
　現在のブルガリア農業は，工業的方法の広範な導入をともなった，農工複合体による生産形態に
もとづく農業の集約的発展に向けての準備段階にあると位置づけられる．
　(注)
田　Todor Zhivkov√Report of the central committee of the Bulgarian Communist Party for the
　period between the Tenth and the Eleventh Congresses and on the forthcoming tasks, pp 34－
　35.
(2) Guidelines of the Eleventh Congress of the Bulgarian Communist Party on the'socio-economic
最近のブルガリア農業の発展　　　（保坂と 9ろ
development of the People's Republic　of Bulgaria unber the Seventh Five-Year Plan‘(1976-
1980), p 9.
（3）Ｔｏｄｏr Zhiｖkoｖ。op. cit. pp
（4）以下の叙述はB. MapieB,
??
54―57.
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